
第４学年 算数科学習指導案 
 
 

                         日 時 平成１９年１月２６日 第２校時 
                         

 アイデアコース 場 所 高学年算数ルーム 
                                 授業者 長谷川 晃司 
 
 
１．単元名  「面 積」 
 
２．単元の目標 
関心・意欲・態度 
・面積の概念や求め方について理解し、日常生活で進んでそれらを活用しようとする意欲をもつ。 
 
数学的な考え方 
・広さ比べを通して、単位面積のいくつ分かで広さを考える。 
・長方形や正方形の面積を計算によって求める方法を考え、それらを求積公式としてまとめ、実際の場

に適用ことができる。 
 
表現・処理 
・面積の単位㎠を知り、方眼に表されたいろいろな形の面積を求めたり、与えられた面積になるいろい

ろな形をかいたりすることができる。 
・公式を適用して、複合図形の面積を求めたり、辺の長さを求めたりすることができる。 
 
知識・理解 
・大きな面積の単位として㎡、㎢などがあることを知り、１㎡＝１００００㎠、１㎢＝１００００００

㎡であることを理解している。 
 
３．前後の関連 
 
 
 
 
GG :. 
＜＋“ＦＲ  
４．単元について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３年 三角形と四

角形  
・頂点、辺の意味 
・直角の意味と調

べ方  
・長方形、正方形、

直角三角形の概

念と弁別、かき

方  
・正方形、長方形、

直角三角形の敷

きつめ  

４年 面積  
・面積の概念と単位、㎠、㎡、

㎢  
・長方形と正方形の求積と公式 
・複合図形の求積（面積）  
・面積の単位の相互関係  

５年生 四角形と

三角形の面積  
・平行四辺形や三

角形の面積の求

め方と求積公式  
・平行四辺形の底

辺と面積の変わ

り方  
・ひし形、台形、

一般四角形の面

積の工夫した求

め方  



４．単元について 
① 教材について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 小学校指導要領では、本単元を、 
  
 
 
 
 
と記してある。 
 児童は、広さについて日頃の生活の中で体験することが多い。例えば学校生活の中でも、教室の広さ、

ワークスペースの広さ、体育館の広さ、プールの広さ、グランドの広さなどいろいろな広さについて体

験している。面積も他の数量と同じように広がりをもつ量であることを理解できるようにしたい。 
 また、面積を測定する意味についても、今までに学習してきた長さやかさなどの量についての測定の

学習と同様に、数値化することのよさに気づかせながら、単位とする大きさの図形は、隙間なく敷きつ

める必要があること、一辺が１㎝のような長さの単位の大きさになっている方が便利であることから、

面積の単位㎠が、長さの単位から誘導されたものであることにも注目させたい。 
 なお、方眼紙などを使って１㎠の大きさの正方形をかいたり作ったり活動を通して、その大きさにつ

いての感覚をもち、形が変わってもそのものの大きさ自体変わらないことにも授業の中で気づかせてい

きたい。 
 
 ② 研究にかかわって 
  研究主題 
 
 

単元の流れ（全１２時間） 
広さの表し方     
①正方形や長方形の広さをいろいろな方法で比べ、

 広さも数値化できることや、「面積」の用語や、

概念、表し方を理解する。 
②面積の単位㎢を知り、方眼に表されたいろいろな

形の面積の求め方を理解する。 
③方眼を用いて、与えられた面積になるいろいろな

形をかく。 
長方形と正方形の面積 
①長方形や正方形の面積を計算で求める方法を理

解し、それらを求積公式としてまとめ、適用する。

②長方形の面積とたてか横の一方の長さがわかっ

ているときに、求積の公式を適用した他方の長さ

の求め方を理解する。 
③求積公式を適用して、複合図形の面積を求める。

④求積公式を適用して、身のまわりにあるものの面

積を調べる。 
大きな面積の単位 
①比較的広いところの面積を表す単位として㎡が

あることを知り、それを用いて求積したり、１㎡

＝１００００㎠の関係を理解したりする。 
②求積公式を適用して、比較的広いところの面積を

調べる。 
③町や県のような大きな面積を表す単位として㎢

があることを知り、それを用いて求積したり、１

㎢＝１００００００㎡の関係を理解したりする。

④復習問題 
⑤評価テスト 

３年 三角形と四角形  
・頂点、辺の意味 
・直角の意味と調べ方  
・長方形、正方形、直角三角形の概

念と弁別、かき方  
・正方形、長方形、直角三角形の敷

きつめ  

５年生 四角形と三角形の面積  
・平行四辺形や三角形の面積の求め

方と求積公式  
・平行四辺形の底辺と面積の変わり

方  
・ひし形、台形、一般四角形の面積

の工夫した求め方  

「わかる」「できる」楽しさを味わいながら、生き生きと考える子の育成
練り合う段階を中心に 

（１）面積の意味について理解し、簡単な場面について、面積を求めることができるようにする。 
  ァ 面積について単位と測定の意味を理解すること。 
  ィ 面積の単位（平方センチメートル㎠）についてしること。 
  ゥ 正方形及び長方形の面積の求め方を考え、それらを用いること。 



 算数の学習では、授業内容を子ども一人一人が理解し、正しく計算でき、表現できるようになること

で算数の時間が好きになると考えている。そうなることで授業に対して意欲的に取り組むようになると

考えている。そのためにも、算数の授業の流れを子どもたち自身が理解できていることはとても大切な

ことで、次は何に取り組むのかを予想できることで主体的に活動できるようになると考え、授業の流れ

を大切に授業を行ってきた。 
 導入部分では、前時のおさらいをして本時との関連づけ、また、導入から課題化するときに、前時と

本時との違いをはっきりさせることで課題意識を持たせたり、本時の学習内容が何かをつかませること

で目的意識を持たせたりして課題作りをおこなうようにしてきた。 
 本校の研究課題である個人追求から全体交流の場面で、教師がどのように関わっていったらいいのか

を実践している。今、一番の課題として教師自身が話しすぎてしまい、子ども自身に気づかせたり、考

えさせたりする場がなくなってしまわないようにすることである。個人追求の場面の机間指導では意図

的に指導し、自分の考えをもてない児童にはどこに目を向け、操作したらできるのかを気づかせたい。

また、もうすでにできている児童には別の見方や考え方を見つけられるように気づかせたい。全体交流

の場面では、自分が見つけたやり方や考えを交流し、①よりよいやり方 ②共通する考え方 ③どれも

よい考え方を意識し、見つけていけるように仕組んでいきたい。 
 
５，児童の実態 
 ２学期末に行われた「算数アンケート」で、ほとんどの児童が算数の授業を好きと答えている。授業

において、とても意欲的に自分の考えを発表できる児童が多くいる。課題化する場面では、前時との関

連から本時やることがはっきりさせると、自分たちで課題をつくることができるようになってきている。

本時までに習ったアイテムを使って、自分の考えをもち、本時の課題を解決できる児童もいる。全体交

流の場面では、自分の意見を積極的に発表でき、友だちの意見に対してつけ足しをしたり、別の言葉で

説明をしたりすることができる児童もいる。 
 また、友だちの意見に真剣に耳を傾け、友だちの考えを聞こうとする姿もある。また、やらなければ

いけないことに真面目に取り組むこともできる。 
 ３学期、全体交流の場面で友だちの考えを聞いて分からないときには、より理解しようと質問をした

り、自分はどう思うのか立場をはっきりさせたりしていきたい。そうすることでより友だちの意見と関

わりを持たせた話し合いができるようにしたい。 
 
６．単元指導計画 

小
単
元 

時 目標 

主な学習活動 （問）：問題  （課）：課題 

（見）見通し （ま）まとめ （評）評価

問題 

評価規準 
子どものつまずきに応じ

た主な指導援助 

広
さ
の
表
し
方 

１ 

 

習

熟

度

別 

・周りの長さが等しい

正方形と長方形の広

さを比べる活動を通

して、広さを表す単位

の必要性に気付き、面

積の単位㎠を知り、㎠

を使って面積を表す

ことができる。 

また、面積の用語を

知り、面積も単位のい

くつ分かで表される

ことを理解する。 

（問）正方形と長方形では、どちらがどれだけ広い

でしょう。 

（課）広さのくらべかたを考えよう。 

（見）重ねてみればどちらが広いかわかりそうだ

な。 

はみ出した部分を切り取って、比べてみる。 

重ねないで比べられる方法がないか考える。 

１㎠の単位を知り、１㎠がいくつ分あるかで比

べる。 

広さのことを面積ということを知る。 

（ま）広さのことを「面積」といいます。 

  一辺が１㎝の正方形のことを１㎠という。 

・広さ比べに興

味をもち、広

さを比べる方

法を見つけよ

うとする。(行

動・発言・ノ

ート)【関心】 

 

・単位面積のいくつ分で

面積を比べることができ

ない。 

 ↓ 

・方眼用紙にかいてある

あの正方形、いの長方

形を渡し、「それぞれ１

㎠のいくつ分です

か？」問い、１㎠で比較

させる。 



 

２ 

 

習

熟

度

別 

・１㎝の方眼上にかかれた

形の面積を求めたり、指示

された面積を１㎝の方眼上

に表したりする活動を通し

て、等積変形や面積の概念

を深めることができる。 

（問）色のついた図形の面積は、それぞれ何㎠で

しょう。 

（課）いろいろな形の面積を求める方法を考えよ

う。 

（見）１㎠のいくつ分かを数えれば面積を求められ

そうだな。 

面積を１㎠で何個あるか数えて面積を求め

る。 

面積が８㎠になるような図形をかいてみる。 

（ま）１㎠のいくつ分かで広さを考えればよい。 

 

・１cm2の何こ分と考

えて面積を求め

ることができる。

(行動・ノート)【知

識】 

・□になっていないとこ

ろの図形の面積を求め

ることができない。 

 ↓ 

・図形を変形させて□に

して図形を求めさせる。 

３ 

 

習

熟

度

別 

・長方形や正方形の面積を

計算で求める方法を考える

活動を通して、求積公式を

理解し、正しく面積を求める

ことができる。 

（問）長方形の面積を計算で求める方法をかんが

えましょう。 

（課）長方形の面積を計算で求める方法を考えよ

う。 

（見）１㎠の正方形を並べたり、かいたりして見通し

をもてばできそうだな。 

（ま）長方形の面積＝たて×横 

正方形の面積＝一辺×一辺× 

（評）鉛筆１，２ 

・面積の公式を使っ

て長方形、正方

形の面積を求め

ることができる。

(行動・・ノート)【表

現】 

 

・面積をどうやって計算

で求めるのかがわから

ない。 

 ↓ 

・たて４㎝、横５㎝を使っ

て、答えの２０㎠を求め

ることができないか考え

させる。 

４ 

 

習

熟

度

別 

 

・長方形の面積と縦か横の

一方の長さがわかっている

とき、他方の長さを求めると

きは、未知の量を□として、

□にあてはめる数を求め

ればよいことを理解するこ

とができる。 

（問）面積が５６㎠で、横の長さが８㎝の長方形を

かくには、縦の長さを何㎝にすればよいでし

ょう。 

（課）たての長さがいくつになるか求め方を考えよ

う。 

（見）面積の公式を使えばできそうだな。 

（ま）わからない長さを□として面積の式を立て、

□に当てはまる数を考える。 

（評）リンゴ問題 

・求積公式をもとに

して、一辺の長さ

を求めることがで

きる。【表現】 

 

・求積公式を使って分か

らないもう一辺の長さを

求めることができない。 

 ↓ 

・分からない辺を□とし

て、面積の公式に当て

はめ、「８とかけて５６に

なる数はなにかな？」と

声かけをする。 

５ 

 

習

熟

度

別 

 

 

・複合図形の面積を求める

活動を通して、いくつかの

長方形に分割した面積の和

や差で求められることがわ

かり、面積を求めることがで

きる。 

（問）図のような面積の求め方を考えましょう。 

（課）でこぼこな形の面積の求め方を考えよう 

（見）長方形に分割したり、欠けた部分をひいたり

して、面積がもとめることができそうだな。 

（ま）でこぼこした図形も切ったり、付け加えたりし

て、公式を使える形に変形すれば、面積を求

めることができる。 

（評）リンゴ問題 

・複合図形を長方形

に分割したり、欠

けた部分をひく

などして、面積の

求め方を工夫し

て考えている。

(行動・ノート)【思

考】 

・補助線を入れて２つの

長方形に分かれたり、一

つの大きな長方形にな

ったりすることに気づか

せる。 

長
方
形
と
正
方
形
の
面
積 

６ 

 

習

熟

度

別 

・身のまわりのいろいろな

長方形、正方形について縦

と横の長さを四捨五入し

て、求積公式に当てはめ

て、およその面積を求める

ことができる。 

（問）身のまわりにあるものの面積を求めよう。 

（課）正方形や長方形の面積をおよその面積で求

めよう。 

（見）長さを四捨五入して㎝で表せば面積の公式

で求めることができそうだな。 

（ま）公式に当てはめて考えれば、いろいろなも

のの面積を求めることができる。 

（評）練習問題 

・身のまわりから図

形を見つけ、長

方形や正方形を

求めることに関心

をもつ【関心】 

・縦と横の長さを、四捨五

入して、正しく面積を求

めることができない。 

 ↓ 

「たての長さ、横の長さ

は何㎝ですか？」「㎜は

四捨五入をして㎝にしよ

う。」と声がけをする。 

大
き
な
単
位
の
面
積 

７
・８ 

習
熟
度
別 

・比較的広いところの面積を

求める活動を通して、単位

㎡があることを知り、１㎡＝

１００００㎠の関係を理解す

ることができる。 

（問）たて９ｍ、横７ｍの教室の面積をもとめましょ

う。 

（課）広い場所の面積を求める方法を考えよう。 

（見）一辺が１ｍの正方形（１㎡）がいくつあるか考

えればいいんだな。 

（ま）広い面積を考えるには、㎡を使った方がわか

りやすい。 

（評）鉛筆１ 

・１㎡＝１００００㎤

であることを理解

する。【知識】 

・１㎡のいくつ分で面積

を解決することができな

い。 

 ↓ 

・９００×７００で㎠でも求

められるが、１㎡で求め

ることのよさを伝えてい

く。 



９ 

 

習

熟

度

別 

 

・求積公式を適用して、比較

的広いところの面積を実際

に求めることができる。 

（問）学校の中のいろいろなところの面積を調べま

しょう 

（課）いろいろなところの面積を求めよう。 

（見）長さは四捨五入しｍの単位で表せばできそう

だな。 

（ま）ｍが単位になっても、㎡を使えば公式を使っ

て広さを表すことができる。 

（評）鉛筆２ 

・㎡を使って、身の

まわりの面積を意

欲的に求めようと

する【関心】 

・縦と横の長さを、四捨五

入して、正しく面積を求

めることができない。 

 ↓ 

「たての長さ、横の長さ

は何ｍですか？」「㎝は

四捨五入をしてｍにしよ

う。」と声がけをする。 

 

１０ 

 

習

熟

度

別 

・町や県のような大きな面積

を表す単位として「㎢」を知

り、１㎢＝１００００００㎡の関

係を理解することができる。 

 

（問）南北５㎞、東西８㎞の長方形の形をしている

町の面積を求めよう。 

（課）広い町の面積を求める方法を考えよう。 

（見）一辺が１㎞の正方形（１㎢）がいくつあるか考

えればいいんだな。 

（ま）もっと広い面積は、㎢を使った方がわかりや

すい。 

・より大きな面積

は、１辺が１㎞の

正方形がいくつ

分で考える。【思

考】 

・１㎢のいくつ分で面積

を解決することができな

い。 

 ↓ 

・５０００×８０００で㎡で

も求められるが、１㎢で

求めることのよさを伝え

ていく。 

ま
と
め
よ
う 

１１ 

習

熟

度

別 

・「練習」「まとめよう」の問題

に取り組む。 

（問）「練習」「まとめよう」をやってみよう 

（課）学習してきたことを使って、答えを求めよう。 

・既習事項を使って

問題を解決して

いくことができ

る。【知識】 

 

評
価 

１２ 

Ｔ 

． 

Ｔ 

評価テスト （課）今までの学習が身に付いたか確かめよう。   

 
７．本時の目標 
  複合図形の面積を求める活動を通して、複雑な図形の面積は、求積公式で求められるいくつかの長

方形や正方形に分割して、その面積の和や差で求められることがわかり、面積を求めることができる。 
 
８．本時の評価規準 
数学的な考え方  複合図形の面積を求積公式で求められる長方形や正方形に分割した面積の和や差

で求めようと考える。 
知識・理解    複合図形の面積の求め方がわかる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



９．本時の展開（５／１２時） 
過

程 
主な学習活動 形態 子どものつまずきに応じた指導・援助 

既
習
確
認 

 
 

問
題
提
示 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

課
題
化 

 
 
 
 
 
 
 

課
題
追
究 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

解
決 

 
 

一
般
化 

 
 

評
価 

１，前時までの確認する             ６㎝ 

長方形の面積の公式＝たて×横       

正方形の面積の公式＝一辺×一辺          ５㎝ 

２，問題を提示する         １２㎝          ４㎝          

右図のような面積を求めましょう 

長方形でも正方形でもない図形                  ７㎝ 

なんだな。                       

面積を求めることができるのかな。        １０㎝ 

３，課題化する 

公式を使って面積を求めることができない複雑な図形であることに

気づかせ、課題をつくる。 

    の面積の求め方を考えよう 

４，見通しをもつ 

・ 長方形や正方形にすれば公式で面積を求めることができそうだな。 

５，個人追求  

＜分けて面積を求める＞ 

            ① １２× ６＝７２  

               ７× ４＝２８ 

              ７２＋２８＝１００  答え １００㎠ 

 

       

            ② ５× ６＝３０ 

               ７×１０＝７０ 

              ３０＋７０＝１００  答え １００㎠ 

 

＜全部の面積から引く＞ 

 

            ③ １２×１０＝１２０ 

               ５× ４＝ ２０ 

１２０－２０＝１００ 答え １００㎠ 

 

５，全体で交流する 

最初に①のやり方を交流し、次に②のやり方を交流する。その中で

分け方は違っても共通の考えがないか話し合わせる。 

①，②の共通した考えが出たところで、分けて考えたやり方以外の

やり方として③のやり方を出させる。③は、①，②と違い、欠けている部

分を補った面積から補った部分を引く考えであることに気づかせる。ま

た、①，②と③でも共通した部分はないか考えさせ、どの考え方も公式

の使える長方形、正方形に変形して面積を求めていることに気づか

せ、本時のまとめにいかす。 

６，まとめ 

でこぼこした図形の面積でも、長方形や正方形にして、公式を使っ

て面積を求めることができる。 

７，評価問題 

 教科書Ｐ７０リンゴ問題に取り組む。 
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・前時までに学習した長方形、正方形の求めを

算数コーナーに掲示しておく。 

・どんな図形か分かるように板書用と個人用の２

種類の図形を用意しておく。 

・複合図形は前時までに学習した求積公式が

使えないことを確認する。 

・子どもの気づいたことや困ったことから、子ど

もにどんな課題にしたらよいか考えさせる。 

「じゃあ今日はどんな図形の面積の求め方を考

えればいいかな？」 

・今のままでは公式が使えないのなら、公式が

使えるような形にすればよいことに気づかせる。 

・見通しがもてない児童には、複雑な図形を公

式の使える図形にすればよいことに気づかせ、

補助線を入れて長方形や正方形にし、その面

積を求めればよいことに気づかせる。 

・計算式だけを書いている児童には、その公式

が使える図形がどこにあるか、補助線を入れて

すぐに分かるように記入させる。 

・一つの考えでできた児童は、別のやり方がな

いか考える。 

・今回、前単元の「式と計算」を入れかえたの

で、一つの式にしなくてもよいこととし全体交流

では扱わないこことする。もし、一つの式にして

いる児童がいた場合は、机間指導の中で価値

付ける。 

・机間巡視で、子どものつまずきに対応するとと

もに、子どもの考えを把握し、全体交流の場面

で活用する。観点としては 

①左右二つの長方形に分けて求める 

②上下二つの長方形に分けて求める 

③大きな部分の面積を求めて、余分を引く 

・間違った意見は、教師が出ないで、できるだ

け子どもたち自身の意見交流で意見を交流さ

せる。 

・大切な考えは短冊を用意しておいて、子ども

の発表に応じて板書し、位置づけていく。 

 

・本時は、算数的な考え方を評価規準としてい

るので、計算する場面ではなく、どのようにして

公式が使える図形にしたかで評価する。 

 

・評価問題としてリンゴ問題に取り組む。分けて

合わせる、補って引く以外のやり方で問題を解

いた児童のやり方を黒板で紹介する。 
 


